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Agenda

1. 九州⼯業⼤学におけるB5G研究開発の取り組み

2. NICT B5Gモバイルテストベッドの利活⽤
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九州⼯業⼤学の取り組み
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Beyond 5G 研究開発

1. 海中・⽔中IoTにおける無線通信技術の研究開発
≪ Beyond 5G 機能実現型プログラム（⼀般課題）≫

2. 低遅延・⾃律性を実現するフローティング
サイバーフィジカルシステムと広域連携の研究開発
≪ Beyond 5G 国際共同研究型プログラム ≫
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１．海中・⽔中IoTにおける無線通信技術の研究開発
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⽔中IoT機器の通信インフラ整備のため，⼆つのシーンに分けた技術確⽴を⾏う

【研究開発項⽬１】 海中作業機械の遠隔操作やデータ転送，センサ群のデータ収集のシーンを想定し，
⾰新的な⽔中アンテナを⽤いた中距離通信（4m以内で1Mbps以上）を実現

【研究開発項⽬２】 ⽔中ドローン等を中継局として，陸上と⽔中ネットワークを結ぶシーンを想定し，
⻑距離通信（10m以上，マルチホップ数10段以上）を実現

【アウトカム】
■ 施設管理・監視

養殖施設，ダム，橋梁，港湾，
沿岸建設物，洋上⾵⼒発電

■ 無線操作・データ収集
海中⼟⽊機械，AUV※，ドローン

■ 防災・環境の監視調査
河川，地震，港湾，沿岸等監視

中継AUV

海上
アンテナ

太陽光発電

⽔中監視
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※ AUV: Autonomous Underwater Vehicle

九州⼯業⼤学，パナソニックの共同研究



１．海中実験システムを構築して実証評価
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光ファイバーケーブル防⽔タンク

⽔中コネクター

2mループアンテナ

⽔中光コネクター

海中実験での耐圧容器・測定システムの製作と，電線間結合を防ぐため
光ファイバ通信制御するシステムを構築

海中通信制御システム 実験系構築と⼤型⽔槽での測定

・ 海中ロボットの専⾨チームと協⼒し防⽔・耐圧設計実施
・ 真空試験，耐⽔圧試験等による防⽔性の担保
・ 50mの海中光ケーブルでの機器間アイソレーションと通信性能確認

1mループアンテナ

⼤型塩⽔⽔槽にて，開発したループアンテナ＋装置を⽤いて
1Mbps / 2.7m（1/64モード）を達成



２．低遅延・⾃律性を実現するフローティングサイバーフィジカルシステムと
広域連携の研究開発
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• 現実世界の物理位置がユーザに最も近い通信・計算能力を有するデバイスエッジをクラウドネイティブ
技術によって活用し，時空間の情報とそれを処理する機能を特定の地域に滞留させることで，低遅延かつ
自律性を有するフローティングサイバーフィジカルシステム（F-CPS）を実現

• F-CPSの広域連携を実現するため，階層的なエッジネットワークとプログラマブルネットワークを構築
• 日米の両 Beyond 5G テストベッドを活用した実証実験を通して，低遅延と自律性を有した Beyond 

5G/6G時代のCPSを実現し，バーチャル空間と物理空間の緊密な連携・融合が実現できることを検証

・フローティングサイバーフィジカル
基盤の実現に向けたBeyondコンテナ
実⾏基盤の開発

・フローティングサイバーフィジカル
システム統合実証実験

・MEC・デバイスエッジ連携による
フローティングコンポーネント技術

九州⼯業⼤学，KDDI総合研究所の共同研究

⽶国ニューヨーク市⽴⼤学
(CCNY) との国際連携



２．⽶国CCNYとの連携・テストベッド相互接続

 COSMOS Interconnecting Continents (COSM-IC)
 ニューヨーク市⽴⼤学（CCNY）との連携をベースに，

JGNを経由して⽶国の無線テストベッドCOSMOSと接続
 COSMOSを中⼼として国際テストベッドネットワーク相互連携

8※ https://cosmos-lab.org/cosmos-interconnecting-continents-cosm-ic/



NICT B5Gモバイルテストベッドの利活⽤
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NICT B5Gモバイルテストベッド
 ⼤阪⼤学，九州⼯業⼤学，NICT⼩⾦井の3サイト

 研究開発・実証成果を取り込み，L5G → Beyond 5G へと循環進化

10※ https://testbed.nict.go.jp/b5gm/



九⼯⼤キャンパス L5G/B5G テストベッド
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【⼾畑キャンパス】 【飯塚キャンパス】

NICT
B5Gエリア
・ Sub6帯
・ SA

九⼯⼤＆QTnet
ローカル5Gエリア
・ 28GHz帯
・ NSA



⼾畑キャンパス
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屋外１
（総合研究３号棟）

屋外２
（学⽣会館）

屋内（GYMLABO）



飯塚キャンパス
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モバイルアプリケーション実証環境

モバイルネットワーク開発環境
モバイルアプリケーション実証環境

モバイルネットワーク開発環境



モバイルテストベッド環境の⼀般公開
学園祭の機会を活⽤して⼀般向けに紹介／スループット計測実験
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アンテナ

モバイルルータ

LANケーブルPC

Wi-Fi(2.4GHz)
約40〜50[Mbps]

Wi-Fi(5GHz)
約50〜60[Mbps]

B5G
約300〜500[Mbps]

有線LAN
約800〜1000[Mbps]

B5G(リアルタイム)
約300〜500[Mbps]



モバイルテストベッドを利⽤した実験開始（これから）

 （例）移動時の受信信号強度計測（＠⼾畑キャンパス）
【スマートフォン型端末利⽤】
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計測点（移動経路順）
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これからの取り組み（１）

 COSM-IC を活⽤した⽇⽶間での F-CPS 実証実験

16※ https://www.ccny.cuny.edu/cint/global-internet-testbed-cosmic



これからの取り組み（２）
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モバイルテストベッドと
P4テストベッドを利⽤
 Dynamic in-band 

control channel
 Two P4-switches
 VMs in 

P4 testbed,
Kyutech, 
StarBED

COSM-IC 連携



今後のテストベッド利活⽤に向けて
 モバイルテストベッド環境の利⽤
学⽣による性能評価，実証実験の実施
モバイルアプリケーション実証環境
モバイルネットワーク開発環境

 B5G研究開発の実証実験を推進
 F-CPS および国際連携の推進
国内のB5G研究開発プロジェクト実証の推進

 循環進化に向けた研究成果のテストベッドへの取り込み
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